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のち全のために必ずお守り < ださい 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用するために、 
おずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここにおした表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危書や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重儒を負ラ危険、また 
は义がのを険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が巧こ、重傷を負う可能性、ま 
たは火災の可能性が想定される内容をちしていまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取巧いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損 
害の発生び想定される巧容を示しています。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分していまず。 

0 ® ® ® この絵表示は、「禁止」されている内宮です。 


この給表示は、「注意」していただく内容です。 

〇を暗 この給表をは、必ずしていただく「指示」内容でず。 

.説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されていまず< 


A を険 （ DANGER) 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い';由は、絶巧に使用しないで<ださい。 
少壺の混入でち、义がの原因にな D ます。 





告 (WARNING) 


★スプレー宙厳禁 

スフレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを.ス I プの前面や温風のあたるところに放置しない 
で < ださい。 

熱で、宙の圧力び上び0、爆発し、危険です。 


[> 換気必要 I 


換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中養になるおそれびあります。 
また、乳幼旧や呼吸器疾患などのかたは，体調不良になるおそれびあります。 

使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新觸な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなそない場所では、使用しないで<ださし、。 



★湿風吹出口（ルーバー）をふさびない 


を類、紙などで温風吹出口（ルー 
バ ー) や燃焼.温風空気取入口 (ファ 
ンフィルター）をふさがないでく 
ださい。巧類、紙などでふごぐと、 
異常燃焼や火がの原因にな0まず。 


★寝るとさ消乂 

寝るとをや外出ずるとさは、おず 
消乂し、火び消えていることを確 
認してください。 

予想しない事故び発生ずるおそれ 
びあ D まず。 


0 



★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾廠には使用しない 
でください。 

落下したあ類に义がつき、火災 
の原因になります。 


★可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使巧している部屋 
で、可燃性ガスび発生するち 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナ ー）、 スプレーを使用し 
ないでください。乂災ゃ故障 
の原因になります。 
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田ち全のために必ずお守りください 


ま意 （ CAUTION) 




★カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずい石ののそばなどでは使用しないで<ださい。 

毛布や&とんなどを近くに置かないでください。 

火巧び発生するおそれびあ0まず。 

★給油時消乂 

給油は必ず消火して、ストーブの温度が巧分下がってから、乂の気のないところで 
おこなって < ださい。 

义がのおそれびあ D ます。 

★居室内給油禁正 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

义災のおそれびあ0ます。 


★油漏れ確認 

給油口□をは確実に締めて<ださい。給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめて<ださ 
し^。給油□□金を斜めに締めた日すると、簡単に給ミま□□金びはずれて、乂災のおそれがあります。 

油び漏れるが態で使用しないでください。义災のおそれびあります。 


★ほこりの除去 

燃焼-温風空気取入口（ファンフィルター)は、週1回拟上必ず掃隙してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼-温風空気取入□(フアンフイルター）びつまると、異常燃焼のおそれび ' 

あります。 


★異常時使用禁止 I 一 

におい、ずずの発を、がの色など異常を感じたとさは使用しないで<ださい。 ろ^ 

運輕スイッチを巧して「切」にして<ださい。異常燃焼のおそれびあります。 ，(^ 

万ーストーブから乂び化たり、床などに义びついたときは、あわてずに消火器で消火 ら^ 

してください。 


★温風に直接あた6ない 

ぶ 

温風に直接長時間あたった D 、 ストーブの前に長時間い続けないで<ださい。低遍やけどや 
脱水:症がになるおそれびあります。温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪 < なることびあ D ます。 

女移動’運1^するとをのま意 

ス I -ーブはひをずらないで<ださい。床面、じゅラたんなどを簡つけた D 、 本体底面の塗料びはびれて、 
さびの原因になるおそれびあ D ます。 

ストーブを移動するとさは、必ず消火をし、油タンクを抜いて傾けないぶラに静かに移動してください。 
油び漏れたり、火災になるおそれびあ D ます。 

修理-引越しなどでストーブを運搬されるとをは、必ず油タンク、油受けざらの打油を抜いて<ださい。 
な油がこぼれ周囲をミちずおそれびあ D まず。 

* 高温部接軸禁正 

燃焼中や消火直被は、高温部、温風吹出□りしーパー)に手など;女れないで< ださい。 

やけどのおそれびありまず。 


★指や異物を入れない 

温風欧出□(ルーバー)や燃焼-温風空気取入口（ファンフィルター)やストーブ内部に指や 
異物を入れないでください。 

けがや火がのおそれげあります。 

^解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、樓用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで < ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 
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使用禁止 



〇 




§ 

分解禁止 





A ま意 （ CAUTION) 


★保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき、または保管するとさは、必ず丹ミ由を振さ電源プラグをコンセントか5抜いて<ださし、。 
傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 

抜き取れなかった巧油び漏れたり、乂災のおそれがあります。 

★電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加えたり、偏付けたりまねたり、物を棄せたり加工しないでください。 

また、輩源プラグを抜くときは、コードを持って引を抜かないでください。 

聖源〕ードび破損し、火がや感聖の原因になります。 

★長期間使巧しないと去は電源プラグを巧く 

長期間使用しないとをは電源プラグをコンセントから抜いてください。 

乂がや予想しない事故の原因とな D ます。 


★聖源プラグは確実に差し込む 

單源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで<ださい。 

( また、偏んだ聖源プラグやゆるんだコンセントは使巧しないでください。、 
I 火災の原因にな D ます。 J 

めれた手での抜を差しはしないでください。 

感輩の原因にな0ます。 

★雷源プラグのお手入れをする 


とをどさは單源プラグを抜さ、ほこ0(及び金屈物)を除まして<ださい。 
(ほこ0や異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）乂がの原因になります。 


¥ 

墨 

〇 



★おモ様やお年寄りのご使用にま意 

お子穂やお年寄0、体のご不自由なちびお使いになる塌合は、やけどや、部屋の換気などについて、周囲の人 
び充分にミま意して < ださい。 

★腰をかけたり物をのせない 

ストーブの上にのった0、腰をかけた0しないで < ださい。ス I -ーブのお曜や、やけどのおそれびありまず。 
ストーブの上に巧びんや、水を入れたちのなどを置かないでください。水びかかると漏猩や故障のおそれび 
あります。 

★廃棄ずるとを 

ストーブを鹿棄処分ずるときは、必ず油タンク、ミ由黄けざら巧のな油を扳き取ってくだごい。 

阿油び入ったまま廃棄すると I 」サイクルの隙思わめ事故び発生するおそれびあ0ます。 

(言羊しくは「囚点横-手入れ」の r ミ 由タンク、油黄けざ 5 の巧 晩 善照) 

★次の場所では使用しない I 


火災やず想で重ない事巧や故障の原因にな0ます。 

( 水平でない場所、不安定な場所） 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない 
で < ださし、。 

対誤自動消火装置び誤作動することびあります。 

• しっか D したじよラぶな床面で使用してくださし、。 

• 毛足の長いじゆラたんの上では使用しないで < ださい。 

• 不安定な台上で使用しないでください。転落ずるおそ 
れびあり危険です。 

炉などス I ブカ X 囲われる場所 j 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたは 
しないでください。乂災の原因になります。 


f 

を 
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温室•飼育室など人のいない場所 ) 使用禁止 

I 予測でさない事故び発生するおそれびあります。 

風のあたる場所、部屋の出入 □ (屋列の 


風のあたるところでは使用しな 
いで < ださい。炎び出て危険です。 
掃除機の排気にをを意してくだ 
さい。 

部屋の出入口など人の通るところ、 
人びぶつかったりつまずく場所 
で使用ずると、乾倒して事故や 
乂災び起さるおそれびあります。 





圧]安全のために必ずお守りください 



ミま意 （ CAUTION ) 


★次の場所では使用しない 


火がや予想できない事故やお障の原因になりまず。 

0まこりや湿気のをい場所 ） 

•燃焼-温風空気取入□(フアンフィルター)び目づま〇 
状態にな0、異常過熱や異常燃焼を起こし、事おにな 
る危険性びあります。 

c ~ 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所） 

•爆発や乂おの原因になりまず。 

C 理.美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化字薬口。口を使う閒斤） 

•理•美容院、メツキ、塗装工場、聖子部品組立エ摇、 

繊維関係工場などでは使用しないでください。 

器具のあ障や、腐食性ガスの発生により金厲、鏡、ガ 
ラスなどを懦める原因となります。 

• 石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ IJ コーンを 
配合した枝毛用コート液やヘアート U - トメント版 
毛用）は点义5スや、途中消乂など故障の原因になり 
まずので使用しないで < ださい。 

★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離ず 


ストーブ上ちや前方の可燃物などとの跑離は必 
ず1 m じ!上あけてください。 

上方の棚などか5の落下物びないようにしてく 
ださし、。 

特に、カーテンなどびス I '••ーブにふれないよう 
にしてくださし、。 

家具などひらは巧分な跑離をとってください。 
(熱で変おや変色、自然発义することびあります） 


15饥 
L ソ上 



不を定な物をのせた棚などの下 


使用禁止 


•落下物によ D 火災び起さるおそれびあ D ます。 

直射日光のあたる場所、温度の高い場所 ） 

I 異常燃焼を起こすおそれびあ0まず。 

I 油タンクの灯油びあ所れ出て义巧のおそれびあ0ます。 

高地 （1300 m む上の場所。 


酸素濃度び薄いので不完全 
燃焼します。 




• 800〜13孤 m では調整び必要ですので販売店までお問 
い合じせ <ださい。 


ImiU 上 
8=^ 15cni 
副攻上 


规 j 


Im 拟上 11 

司 S 巧でな距離 


極。 


し C-K298 


LC-V29S 


お願い （NOTIC 口 


★シリコーン配合製品を使用しない 

•ス I ブ(石油フアンヒーター)で隨房する部屋では、シ U コーン配合觀品（ムース•ク1」ーム-液体スプレーなどの枝 
毛用へアート u — トメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど)を使用しないでくだごい。点乂ミス•途中消火など 
の故隙の原因になりまず。 

女灯油の廃棄 

• 打;‘曲の廃棄処分は、灯油をお買上げになった販売店にご相談ください。 


图使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 


•温風の循環を妨げるをのびない場所に設置してくださし、。 
• 外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 





し C-K 吕 9 呂 


LC-V298 


4 


















司各部のなまえ 



タンクふた 


タンクふた 


抽受け 


給ミ由口 


油タンク 


(室内温腹検巧部) 









燃焼中に巧したとさか5、再度 3 時間の 
燃焼継続げ可能にな0ます。 
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運転 

@ランプ 

■ C = •入 
口切 


点滅… 予熱中です。 
点な… 運転中です。 


点灯 ■…タイマー運転待機中かタイマー 
運転中かタイマー運転終了時です。 
点滅… タイマー時刻を設定中です。 


タイマーランプ 


運転ランプ 


LC - V 298 表示部 


運転 


タイ 7— 


点滅… 予熱中です。 
点な… 運転中です。 


点な… タイマー運転待機中かタイマー 
運転中かタイマー運転終了時です。 
点滅… タイマー時刻を設定中です。 


運転ランプ 


タイマーランプ 


LC - K 298 表示部 


13、15、17ページ参照 


消臭点乂の設定•解除をおこないます。 


給油延長運転をするとさに押します。 


温度/時刻舍わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に 
使います。 


11ぺージ 
参照 


タイマ—運転から、通常運転に切り替 
えるとさに巧します。 


20ぺージ参照 


1呂ぺージ 
参照 


19ぺージ 
参照 


チャイルド□ックの設定•解 
除をおこないます。 


消臭点乂 • 畴間延長 • 給油延長ボタン 


チャイルドロックポタン 


17ページ参照 


運転の入•切をおこなしなす。 
]4、17、1日ページ参照 


巧油セーブボタン 

灯油セーブ運転の設定•解 
除をおこないます。 

16ページ参照 


タイマ—運転の設定.解除 
をおこないます。 


タイマーホタン 


運転スイツチ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、 r 点な」- r 点滅」の意味 


图各部のなまえ 


運転スイッチ 
「入」 






































で表示 


点打…設定温度が設定 
されていまず。 

点滅…設定温度を設定 
中です。 


夏表示 


点な…消臭点火が設定 
されていまず。 

点滅…消臭機能が作動 
中です。 


14ページ参照 


這定温 






^臣^ ( 換気)表 

点滅（運畦停止）… 

室内の空気が、酸素不 

足状態です。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点灯（運輕中）… 

•運転して1時間経過 
する度に r ピー」音げ 
鳴って「^臣り表示び 
約1分間点灯します。 

•換気表示にたよ6ず 
1時間に1〜2回おず 
換気して < ださい。 


ミ s \ (口油セ-ブ) 表 

点打…灯油セーブが設胃 
定されています。 


( チャイルド □ ック)表の 


卢: TP .. 

チャイルドロックが設 
定されています。 


占 I 口… 

油タンクの灯油がかな 
くなって消火する1日分 
前。「ピー」音び鳴り、 
鶏り燃焼時間（分）を表 

巧し永 9 〇 

点滅（運転中）… 

給油延長ボタンを押し、 
給油延長（最大約6日分 
延長）運転中を表示し 
9 0 

点減（運骑停止）… 

灯油がな<な0自動消 
火しました。 

口油切れ時はデジタル 

表术部が「-」表 

TJX となりまず。 

11ぺージ参照 


デジタル表示部 

い'肖臭点乂び解除されてぃる場合は、 
I MB , 表示は消灯しています 。 ) 


■温度の表巧 

設定温度…日む〜28でまで設定温度 
を選択でさます。 

室內温度-•肪〜3洗まで表示します。 

化を巧巧室巧通度 

l 〕〔 fc コ广化造 I 

I し」ごし, I 

■現在時刻の表示 " 

現在の時刻を表示します。 

巧を ミ S 巧ま巧巧な 


を日 [T 


■タイマー運転時刻の表示 

タイマー時刻表おは点滅します。 
※タイマー運転終了時は 
r / Hr 」を表示します。 

&イラストは 「 LC . K 298」 です。 

投巧巧巧里巧巧巧 

I c-nn ^ 1 
I U.UU I 

—ィマ- 

■撒をに関する残り燃焼時間の表示 

残り燃焼時間を表示します。 

※灯油切れ時は「-」表示と 

なります。 

阻:を溫巧室巧满巧 





■消し忘れ消义装置による 
自動消乂の表ち 

り H 厂 J を表示します。 


巧巧巧な_室巧巧な 


hir 


■故障•異甫により自動消乂したと 
をの表示（エラー表を） 

自己診断機能により、故障時には 
r E -日 」〜「 f - 弓」を表示します。 


お巧おを室巧な巧 


IF- 5 I 

■クリーニング燃焼の表示 

ク U —ニング燃焼の残0時間を表示 

します 0 巧定ミ丑® 胃你田® 

in -nc 嗟 I 
II -LIJ 















囲お使いになる前の準備 

ス I -ーブと同徊品を取り出しまず 


♦包装箱からずべての包装材を取り除さ、ス I ーブに 
傷をつけないよラに取り出して < ださい。 

同時に取扱説明書も取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内容」 

を参照してください。 

•包装箱や包装材は保管するとさにご利用ください。 LC - K 298 に心 2 日 8 



■燃料は好油 ( J 旧1号丹油)を必ず使用してください。 
■変質な油、不純'打油は、絶巧に使用しないでください。 




★ガソリン使用 禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油 
は、絶巧に使用しないでくだ 
さい。少量の混入でち、火災 
の原因になります。 


変質灯油、不純巧油(巧油 iu 外の油■水■ごみ 
が混入した灯油など）は、絶対に使用しないで 
ください。異常燃焼や故障の原因になります。 

市販されている助燃剤(添加剤）は使用しないで 
ください。異常燃焼を起こすおそれがあります。 


■打油の保管のしかた ^ 

•灯油は必ず火気、 ^ sT 

要た激口麗 I 一一 か 火気盾含 て' 
あよひ直射曰九を \ ソ 

避けた場所に保管 I ^ 〇ジ 

してください。 

• 灯油容器内の口油 I I 
がかないと温度変 

化により結露して水びたまることびあります。 

•灯油の容器は専用のされいな容器を使用してく 
ださい。また、口油容器は必ず J1S 認定品で色 
つきのに[油専用容器を使用してください。 

• ドラム宙などで、長期間大量に保管しないでく 
ださい。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


义気な巧 





ガソリン, 



ガソリン禁止 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を收をかけます 
〔乂の気のない巧でおこなってください） 


〇灯油 


ガソリン 




濡れたままです。 


_度い保管_ 

直射日光、雨水び当 
たらず、乂気のない 
冷暗所へ保管 


すぐ乾いてしまいま 
す。 


_悪い保管__ 

直射日光、雨水の当 
たるべランダなど、 
室外の保管 ^ 




0 














古い灯油。 （ 2 年拟上持 

ち越した丹油） 使わないで ノ 

長期間、日光の当たる 
場所や温度の高い場所 r 
に保管した口油。 • J 

容器の所たび開けてあ I__ 2 ^ 
つたり、乳白色の容器 /CN 

で保管した灯油は変質 
し中^ 9 し、。 怯用禁止 

変質のひどいものは黄色日まをおびたり、 
すっぱいにおいがします。 


変寶な油の見分けかた 


灯油し U 外の油（ガソ 
リン、シンナー、天 ^ 
ぷ S 油、機械油、重 C 
油など）がほんの少 
しでち;畳入した IT 油 

に「>田。 ( 油、ホ:、ごみ忘 

水やごみが混 V „/ 

入した：な油。 


0 

使用禁止 


水と同じ無色透明な5正かしでわ色がついていたら 
常。 使巧しない。 


幻お] 

ご-'—， 

水 



J 



コップに水を入れ、次に灯油を入れ 
て背後に 白い紙をあてます。 

いたら f ♦変質灯油の見分けかたは 
たいへん難しいので、方 

0 — カーの はっきりしない 

打油は使用しないでくだ 
さい。 


(§) 変質な油や不純灯油を使用 
ずると 

• 変質灯油や不純灯油を使用します 
と、パ'-ナ ーに 多量のタールがた 
ま0、点火しな<なった0、燃焼 
が悪<なったり、激しいにおいが 
したりしまず。 

•水の混入した灯油を使用します 
と、炎がルさ<なり乂び消えてし 
まいます。また、油タンクに口油 
び残っているのに、「 n 」を表示 
することびあ0ます。 

•ガソリン、シンナーなど揮発性の 
高い油を使用しますと 、火災の原 
因になりまず。 


0 —力一のはっさりしない 
打油は使用しないでくだ 

使用禁止 

I -- 一 

® 万一変質灯油や不純丹油を 
使ったときの処置のしかた 

1 油タンク、油受け、油受けざ5内 
の変質灯油や不純口油を抜さ取り、 
良質の灯油で內部を2〜3回洗っ 
てからご使用ください。 

( r 因点検•手入れ」の 

I 油受けの掃除 I および 
I 油タンク、油受けざ5の掃除 

参照） 

2変質好油やす純灯油を抜さ取って 
を効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間 
中でを有料修理となります。 





囲お使いになる前の準備 

給油のしかた 


. 給油は、必ず消火して、ストーブの温度が充分下がって 

A ま意 から、火の気のないところでおこなって<ださい。 
火災のおそれがあります。 


※イラストは 「 LC - V 2 目8」です。 

1油タンクを取り出ず。 

2給油口□金を左「〇」へ回して取りは 
ずず。 

•給油ロロ金を取0はずす前に、給油 
ロロ金先端の弁部を押すと、給油口 
□金び開けやすくなります。 

3給油する。 

市販の給油ポンプのホース先端が止ま 
るまで軽く差し込んで、油量計を見な 



び5給油してください。（給油ポンプの 
ホースが抜けないよ5に注意しなが5 
給油してください。） 

• 口油は油量計の上部拍図一 給油位 
置)まで給油してください。 

入れ過ぎますと、あみれ出ることが / 

ありますので充分を意して給油して / 

<ださい。 I 

} 給油ロロ金をち「〇」へ回して、確実 \ 
に締める。 

A ま意 ^ 

給油ロロ金は確実に締めてください。給 r 

油ロロ金を下にして、油漏れげないこと 
を確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたり、締め付け I 

が不完全ですと、簡単に給油ロロ金げは 
ずれて、火災の原因になります。 


關量計] 





給油位歷 


滿おの位贸 


〇 


給油□□金 



1 ^ 


•油タンクから油が漏れる状態で使用 
しないでください。乂災のおそれが 
あ0ます。 

•同時に多数の油タンクに給油する場 
をは、類似している給油□□金があ 
りまずので、間違えないよラにして 
ください。油が出なくなったり、故 
障の原因になります。 

• 口油容器の/訂たも、しっかり締めて 



〔本磯の給油ロロ金〕 


5こぼれた灯油はよくふき取る。 

• こぼれた灯油は必 
ずされいにみさ取 
つて<ださい。危 
険ですし、燃焼中 
に臭気が発生する 
原因にをなります。 


油タンクをセット 
ずる。 

•油タンクをス I -一 
ブに正しく、ゆつ 
くりとセツトして 
<ださい。 



給油□□金 











給油の目き (給油延長運睹) 


油タンクの'灯油が空になっても、油受けざらの灯油を燃焼させて、最大約郎分 
の延長燃焼(給油延長運転)がでさます。給油延長運転中は、室温に関係なく最 
ルの燃焼をしまず。 



給油表 7 F 


給油延長ボタン 
運輯スイッチ 


1油タンクの灯油が少なくなると、「日」表示が点灯し、「ピー」音び鳴り、デ 
ジタル表示部に残り燃焼時間(分) r の」を表示しまず。 

♦運乾スイッチを押して消火してか!5、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに r ピー」音が鳴ります。約1日分後に、「0」表示が点 
滅し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「—」表示となり自動消乂しま 
す。 


2給油延長運転をずるとき 

油タンクの灯油げかなくなり「 （3 」表示が点灯したときに、「給油延長ボタン」を押 
ずと、「0」表示が点滅にかわり、給油延長運転をして最大約目日分間の燃焼継続を 
します。デジタル表示部の鶏り燃焼時間表示(分)び変わります。 

給油延長運転中は「0」表示が点滅します。残り燃焼時間が1日分下になると2分 
ごとに r ピー」音が鳴ります。 

•約60分攻内に、運転スイッチを押して消乂してから給油してください。 

•給油しませんと 、 r 0」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示げ「—」 
表示になると自動消火します。 


• 「給油延長ボタン」を押ずと、時間延長(燃焼)も同時にセツトされます。 


(「日使いかた」の 1 消し忘れ消义装置の使いかた 参照） 

ノ 




- 1 

A 免忌 i 

L _ 

ス1-ーブを持ち運ぶときは必ず消火をし、ストーブの温度が 
充分下びってか5、電源プラグをコンセントから抜いて、油 
タンクを取り出して、ス1 -ーブを傾けないよラ静かに運んで 
<ださい。阿油がこぼれて火災になるおそれびありまず。 

> 

春 

- -^ 







囲お使いになる前の準備 



水平の確認をずる。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ス I -- ブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてくださし、 
•ストーブを傾いにが態で使用しまずと、対震自動消火装置が誤作動することびあ 
ります。また、商倒しやすく、異常燃焼の原因になりまず。 



電源プラグをコンセント(家庭用 AC100V) に確実に 
差し込む。 

•「ピー」音がします。 

•デジタル表示部に「」表示 
が点灯します。 

(「 m 」 表示を点口します。） 


おを温度室巧温度 




-お願い- 

電源プラグを、絶対に、2日日 V のコンセントに差し込まないでください。感電‘ 
火災-故障の原因にな0ます。 

コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグが過熱 
し、熱変おすることがあ0ます。このよラなときは、必ずお買上げの販売店 
に修理を依頼して < ださい。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

電源コードに傷を付けたり、束ねたり、おったり、重い物をのせたり、加工 
しないでください。感電や火災の原因になりまず。 

他の電気器具と同時に使用するときは、ご家 ん.ま危険. ^ C \ 

庭の安全器(ブレーカー)の容量をこえないよ 

うにしてください。 ITS 1 禁止 


0 


電源プラグを抜くとさは、電源コードを引つ 
張って抜かないで<ださい。断線、発熱、発 
火の原因になります。 


熱に弱いじゅうたんや床の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 
そり返ることびありまずので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 



§ 

A 




現在時刻の設定のしかた (運輯停止中にしかできません) 



現在時刻が午後7時10分の場合 

0 (0，，またはのボタンを一度押ず。 

「ピ ー 」音げして「-」表示び点滅します。 

( D デジタル表示を見なび 50) ぶ)ボタンを押して「巧」にちわせる。 

( D デジタル表示を見なが目\夕のボタンを押して「粗」に合わせる。 

• 谷げる')/も，為のボタンは、一度巧すごとに]時間または]分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻をわせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間（約 
1日秒）に (さげる)/(ちげ i ) のどちらかのボタンを押してください。 

時刻合わせができなかった場合は、もう一度 0)^ または3(ぁける)のボタンを押 
_してやり直してください。 

( g ) 「，'弓」「の」が、点ミ威か S 点巧に変わり、設定び完了しまず。 

/-お願い- 

•ス I -ープの時刻表示がズレたり、タイマー運転時刻がズレたりする場をは、 
電源プラグを一度おいて、もう一度差し込み直して、時刻を設定し直してくだ 
さい。それでを直らないときはお買上げの販売店までお問い合わせください。 
•ストーブに初めて通電したときや、停電後や、 

電源プラグを抜いて再通電した攝を、デジタル 
表示はち図のように r -- :表示が点灯します 
ので、現在の時刻を設定してください。 

(「藥」表示も r 点阿」します。） 


★省電力機能 

•デジタル表示部の時計表示は、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジ 
タル表示部が消灯して、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ拟外のどれかのボタンを押すと 
表おします。運転スイッチを巧すと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー運 
転待機中この機能は働をません。） 


設定温度室内温ち 

消 g 








園使いかた 
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消臭点火ボタン/時間延長ボタン 運転スイッチ 
•購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを抜いたが態か5再度お使いになると 
をには、消臭点火に設定してありますので、最初か 5「 m 」 表示が点灯します。 

消臭点火は、点火までの時間を約1日日砂にして、予熱を充分におこない、点火時のに 
おいをかなくする点火方法です。 

(1)「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

• 「ピー」音がして懼転ランスげ点滅します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

油タンクに口油があるのに「ご」表示が点好、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 

_([\7\ 点検-手入れ」の I 油受けの掃骄参照）_ 

( D 約1日0砂後に自動的に点火し、 r 運斬ランプ」び点抑こ変わりまず。 

I ★消臭点火解除 方法 

•「運転スイッチ」が r 切」のときに r 消臭点火ボタン」を押すと、「里」表示び消灯し 

て消臭点乂が解除され、点火までの時間が短かくなります。（約9日秒） 

室內温度が目ごが下の場をは、点火までの時間が約1日日秒のままです。 

f --——お願い- S 

•初めて運転するときや、ス I -ーブを移動させたり、激しい振動が加えられた 
あとに運転するとき、白煙(灯油の蒸気)や臭気が出ることがあります。これ 
は、移動、振動によりバーナー(燃焼部）内に落ちたを分な口油が蒸発ずるこ 
とによるをので、一度点乂し、を分な灯油がなくなれば白煙や臭気はな<な 
りまず。この様な場合は白煙、臭気がなくなるまでは(窓をあけるなど)換気 
をおこなってください。 

•点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボッ」という音や「ゴーゴー」という音がし 
まず。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点乂時にはかしにおいがあります。 

•燃焼中 r チッチッチッ」というよラな音びすることがありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジユッジユッ」、「シャンシャン」などの音がずる 
場をがありますが、これは灯油が蒸発する音です。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後3時間で自動消火をしまず。 
燃焼を継続する場合は、消火する前に r 時間延長ボタン」を押してください。 

(「同使いかた」の I 消し忘れ消义装置な梗いかた I 参照） 











炎の状態 


燃焼確認窓 






min^BI 


青炎燃焼で炎の先端に多か 
黄炎びはいる。 

I 炎の伸びや、燃焼音びかさい。 


炎び黄色く燃焼音び大さい。•がび高 < 伸び、炎全体び黄色。 

• 「ポー」といラよラな異常音 
がする。 _ 


燃焼•温風空気取入 □ (フアンフィルター）を掃除する。 
I 販売店にご相談ください。 


室温の調節 


(運転中にしかでをません) 


デジタル表示部 


^nllpp 


温度設定しない場をや停電や電源プラグを抜いた後、 
再運転する場合は、「ぶ/」に日 C ) が設定温度とな 
0ます。 


お定温度室巧;品度 


函む旷 I 


£ 





















































灯油の消費を抑えなが5、効果的に設定温度を維持します。 

設定温度より室温が3で上昇しますと、消火して無駄な灯油の消費を抑えます。 
室温が設を温度をしたまわると自動的に再点火します。 

灯油セーブ運転に設定した状態で、運転スイッチを巧した時、室温が設定温 
度より3で!;(上高い場合は、運転ランプは点灯しますが、運転はしません。 


な油 セーブ ボタン 


7 設定温度室巧ミ豆度 

mjct rrc 藥 


踢ジ に J り J 勤— 

時間延長 

齡し做 時*^長 


運転 

@ランフ 

八 


、鑛 


潑 ( 



打油セーブ表示 


設定のしかた 

cor 好油セーブボタン」を押ず。 

• r ピー」音びして「を S 」 表示び、点好し設定されます。 

•灯油セーブ運転は一度設定ずれば、記憶されます。ただし、設定び記憶されてい 
てを消火時には表示されません。 

解除のしかた 




r な油セーブボタン」を巧ず。 

•「ピー」音びして「再 S 」 表示び、消口し解除されます。 

♦電源プラグを抜いたり、停電びあった場含は、自動的に解除されます。 








タイマー運車 5 


(タイマーを使用して暖房を始めたいとを) 


タイマー運転をずる場合は、「回お使いになる前の準備」の I 現在時刻の設定のしかた 
に従って、時刻含わせをしてからでないとタイマー運転でさません。 


デジタル表示部 


受定湿度 r 室巧温度 


LC - K 298 
表示部 



タイマーランプ 


r：'.- • 

タイマ-陪 


感ンっ 

I チャィルト） \ 

柳; L /2 




LC - V 298 
表示部 


運輯スイッチ 


タイマーランプ 

6 〇 〇 


■通常、タイマー運転設定時刻の日分から巧分前に運転を開始します。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコント□—ルで、お部屋の大きさ 
と室温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくし 
ておきます。___ , 

「 設定のしか た 

獅 午前目時30分に設定したいとき 

( J ) 「タイマーボタン」を押ず。 _ 殺疋'皿度を巧'を-空 遞 

•「ピー」音がしてデジタル表示部が「」表示に -；- 〜 

変わり、「タイマーランプ」が点滅します。 1_:_ J 

@デジタル表示を見なが S (0 aP ボタンを巧して「ら」にをねせる。 

@デジタル表示を見なが 5""© のボタンを押して「ぶ」に台ねせる。 

广 • r さげるのボタンは、一度押すごとに1時間または日分間ずつ進みます。 

巧し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをずる攝合は、「タイマーランプ」が点滅している間（約1日秒）に 
0 9(^ のどち5かのボタンを押してください。 

•設定苗きなかった場含は、もう一度 r タイマーボタン」を巧してやり直してく 
_ださい。_____ _ J 

讯 r タイマーランプ」び点滅している間に、 r 運乾スイッチ」を押して「入」にずる。 

^ •約1日秒ほど経過すると、「タイマーランプ」が r 点口」し、デジタル表示は現在の時 

刻を表示してセットび完了します。 _ _ 

■タイマ_運転時刻を設定しないと、デジタル表 W 部に「 E 「 曰「」む表71^されます。 











司使いかた 


•タイマー運乾は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「夕 
イマーボタン」を押して r タイマーランプ」の点滅中（約1日秒間）に、「運転スイ 
ッチ」を「入」にずるだけで同一時刻で設定び完了しまず。 

•「運転スイッチ」を押して、「運転ランプ」が点滅しているときに、「タイマーボ 
タン」を巧ずと、タイマーランプび点滅し、約1日砂程経過すると r タイマーラ 
ンプ」が点灯しセツトげ完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場をは前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 
① r 運転スイッチ」 を押して r 切」 にする。 一 [タイマー運転の解除] 

( Dr 運乾スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。 一 [通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


•タイマー運転をした場含、点火後約1時間後に自動的に消火し、「タイマーラ 
ンプ」が点灯した状態で、デジタル表示部の「解广」表示が点口しまず。連続 
運転するとさは、タイマー運転の点火後]時間しソ内に「時間延長ボタン」を押 
して<ださい。これは閉が切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空 
気不足で危険となるためで、手を®れない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に数字での、弓../と 
表示し、2分毎に「ピー」音でお知らせします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機状 
態になり、タイマー運転時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機が態になりま 
せん。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を巧すと、1日秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電があったとさ、ストーブを摇 S して巧震自動消火 
装置が作動したとさ、電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

この場合 r は、再度「巧お使いになる前の準備」の I 現在時刻の設定のしかた I を 
読んで、時刻をわせか5おこなって<ださい。 









消义 


デジタル表示部 


設定温度 

室内温度 


に: 



消臭表示 

■] 運範、 

® ランフ 

■=9■八 

ブ〇切 


時間延長ボタン 


襲^™ 

の「運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

一 • r ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「藥」表示が点滅して、 

消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しば5くはストーブ内部を冷やすために巧流用ファンは回転し続けます。 
(この間、 「 JS 量」表示は点滅しています。） 

_消ジ，時のミすき_ 

•消火後、対流用ファンが止まるまで、電源プラグをコンセントか5抜かない 
でください。音が出たり、炎が出たり、ススげ発生して再点乂後に安全装置 
が作動してエラーで停止することがあります。 （ ri 8 i 故障-異常の見分けかた 
と処置のしかた」の r 異常のお知5せ(デジタル表示の見かた)1 参照） 

•緊急のとさを除いて、消乂は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源 
I プラグを抜いて消火させないでください。 ) 


/-お願い- N 

•消火操作をしたときは「運転ランプ」の消口とバーナー内の火が消えることを 
確認してください。 

•消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で「ボッ」という音や「ゴーゴー」という音がし 
ます。これは消乂を確実にするためで異常ではありません。 

•点乂してすぐに消火操作をしたとさ、きつい臭気が発生することがあ0ます。 

点火後約2日分間はできるだけ消火しないでください。 

•長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか6抜いておいてく 
ださい。 




消义後再点义ずるときのミ主意 


•消乂後すぐに再点火ずると、異常音び出ることびありまずので、しば5く待って 
か5再点乂してください。 

■ス I -ーブが暖かいラちに再点火操作をしたとさの予熱時間は、約4日砂です。 


消し忘れ消义装置の使いかた 

•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点 
乂してか目3時間燃焼が継続ずると、デジタル表示 
部に r が r 」 を表示して、自動的に消乂しまず。 

•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に 
数字での、弓 • • /と表示します。 

•この間、2分毎に r ピー」音でお知らせしまず。 

〇消乂する前に r 時間延長ボタン」を巧ず。 

• その時点か S 再度3時間の燃焼継続び可能になりまず。 
•自動消火した攝合は、「運転スイッチ」を押し直して 
<ださい。 


(運乾を延長したいとき） 


設定湿度室两湿度 


Hr 


設定湿度室内湿度 



iS 







固使いかた 



•クリーニング燃焼はバーナー内の巧れを除去するための燃焼です。 
•強燃焼で約2時間し以上の連続運転をしまずと、デジタル 

表示部に「 [ L : 日弓」を表示して自動的に弱燃焼によるクリー 

ニング燃焼をおこないます (約 5 分間カウン トダウンしま 
す)。その後自動的にわとの燃焼状態にちどります。 



•閉め切った自腥などで長時間運転をすると賢」表示び「点 
滅」し r ピ ー 」音が日秒間鳴って運転を停止し、デジタル表 
示部に「—」表示が「点滅」します。 

■運乾して]時間経過する度に r ピー」音が鳴って「^臣^ l 表 
示が約1分間点なします。 

「斗居^」表示にたよ6ず、]時間に]〜2回 （1 〜2分程度） 
はおず部屋の換気をしてください。 

チャイルド□ックの使いかた 


設定湿度室の湿度 



設定湿度室巧湿度 



チャイルド□ックは、お子様のいたず S 操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」 
を押してを点火しないよラにしたいとさに使用します。 

V,_ 


チヤイルド□ックボタン 


な疋のしかた 

①運乾中や運転停止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒]; Lb 長押しずると「巧」 
が点好し、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は運転スイッチで消乂のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操作 
はでさません。 

• 運転停止中はずべての操作がでをません。 

•チャイルドロックが設定されている時に、運転スイッチを「入」にすると「 E 「 〇「」 
が表示され点火できません。 



解除のしかた 




@チャイルド□ックが設定されているときに r チャイルド n ックボタン」を3秒 
1 U 上長巧しずると「巧」が消灯し、チャイルドロックが解除されまず。 












を安全装置 


•安全装置が作動するのは何らかの異常があるとさですから、下記の処置をしてち正常 
にならないときは、お買上げの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度 r 運転スイッチ」を r 切」にしてから再び押し直して r 入」にすること 
をいいます。 

•すべての処置は必ずス I -ーブを消火し、ストーブの温度び充分下がってか5おこなっ 
て < ださい。 


巧全装置名 

はた5去 

処 置 

巧麗自動 
消火装置 

•運転中にストーブび地震(震度約5似上)や 
強い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

• 地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ストーブの損 
傷、油漏れなど異常びないこ 
とを確認した後、再点火して 
<ださい。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によ 
りノ くーナー部への空気の供給げ不足したと 
さ不完全燃焼による危険を防止するわので 
あり、自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、燃焼-温風 
空気取入□(ファンフィルター） 
の掃除をし、部屋の換気をし 
てから再点火してください。 
(「回点検-手入れ」の 
燃焼•温風空気取入口（ファン 
フィルター)の掃除 1参照） 

この装置は、 
ためのちので 
新鮮な空気を 

あくまでも不完全燃焼による危険を防止ずる 
あり、使用中は必ず1時間に1〜2回して、 

:補給してください。 

点乂安全 
装 置 

• 点乂ヒーターのホ熱不足や、バーナーサー 
S スタの不良による点火不良。 

• 点火ヒーター-電磁ポンプ-プ□アモータ 
一などの故障により点火しないとさに、運 
転を停止します。 

• 点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したときはバーナ 
一直に灯油びたまります。 

完全に乾燥させてから、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

惇電安を 
装 置 

•運乾中に停電や電源プラグを抜くなどして 
電源が切れたとさは、自動的に運転を停止 
します。再び通電されてち運乾しません。 
•タイマー運転中に停電があった場含、タイ 
マー運転は解除されます。 

.再点火操作をします。 

•現在時刻の設をとタイマー選 
転時刻の設ををやり直します。 

( r 团お使いになる前の準備」の 

1 現在時刻の設定のしかたし 
「同 使いかた1の1 タイマー運乾 
参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を 
停止させる安全装置でず。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•ブロアモーターの故障や異常燃焼や燃焼- 
温風空気取入 □(フアンフイ ルター）のほこ 
りつまりなどの原因でス1-ーブが異萬過熱 
したとを、火災などの危険を防ぐために燃 
焼を停止します。 

•燃焼•温風空気取入口（ファンフ 
ィルター）のほこりを取り除いて 
けら、 再点火操作をしまず。 

「回点検-手入れ」の 

I 燃焼•漏風空気取入□(ファン 
フィルター)の掃除 1 参照） 

消し忘れ 
消义装置 

•消し忘れによる危険を防止ずるために、点 
火してか日3時間、燃焼び継続すると自動 
的に運転を停止します。 

• 消火ずる前に r 時間延長ボタン」 
を押す。 

•消火した攝をは、再点火操作 
をしまず。 




21 点検-手入れ 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、 
より良い燃焼で快適にを全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、 
シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は修理資格者〔(お）日本石油燃'焼機器 
保守協を (TEL 03 - 3499 - 2928) でおこなラ技術管理講習を修了者(石油機器技術管 
理±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめしまず。 


日常の点検•手入れ 


-お願い- 

•点検•手入れをずるとをは、必ずス I -ーブを消火し、電源プラグをコンセン 
卜か5巧いて、ス I ブの温度が充分下がってか5おこなってください。や 
けどや感電をずるおそれがありまず。 

• 部品に触るとをや、内部を掃除するときは、手をけげしないよラに、手袋をはめて 
おこなってください。 

•ス I ブをベンジン、シンナーなどで/3\かないでください。変色します。 
•電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物の点検 油漏れ、油のたまり、油のにじみの点検 


•ス I ブの周囲は、常に整理、清掃し、 
燃えやすいちのを置かないよラにして 
<ださい。 



ほこりの掃除 


•ス I ブについたほこりや';ちれは、掃 
除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ 
雑巾などで成さ取ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のもとですし、 
ストーブのいたみを早めまず。 


•万一油漏れによって、油のたまり、油 
にじみが生じているとをは、消火操作 
をし、原因をたしかめ防漏処置をし、 
油漏れがなくなったことを確認した後、 
漏れた阿油を取0のぞいてか5点火操 
作をしてください。 

巧台にミ由にじみは 

—II ありませんか 



巧す 

•油タンクの給油□□金 
の弁部などに、ごみが 
はさまっている場含び 
ありますので取り除い 
て < ださい。 














1 週剧こ 1 回上 


燃焼•湿風空気取入口（フアンフィルター）の掃除 


•ストーブ背面にある燃焼-温風空気取入口 (フアンフィルター） 
にごみやほこ0が目づまりしますと、燃焼用の空気量び減っ 
て不完全燃焼の原因になったり、温風用の空気量が減って過 
熱防止装置が作動する原因になったりします。 

燃焼-温風空気取入口（フアンフィルター）に付いているほこ 
りを、掃除機などで吸い取ってください。 



時々、燃焼•温風空気取入口（フアンフイルター）をはずして掃除をしてください。 


燃焼•温風空気取入□(フアンフィルター)の目の中がつまっている場含があります 
ので、やわ b かいブラシなどで、燃焼•空気取入□(フアンフィルター)の目のつまり 
を掃除してください。（光にかざして目づまりがされいになったか確認してください。） 
はずした燃焼* A 

温風空気取入 □ 1 U I 

(フアンフイルタ 
一）は、ツ><(4箇 
所）をス U ットの 
中に入れて組み 
付けてください。 

けが'をします。 






お願い 


•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれが取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてか6ご使用ください。 
♦取りはずしたとさは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 


1箇月に1回似上 


温風吹出口（ルーバー）の掃除 


♦温風吹出□(ルーバ ー) がミちれたり、ほこりが付着した場をは、掃除機や、固くしぼっ 
ためれ雑巾などでふさ取って<ださい。 

♦ -お願い- ' 


このとき必ずストーブを消火し、温風吹出口(ルーバー)が冷えてからおこなつ 
て < ださい。 

やけどをするおそれがあ0ます。 


LC - K 298 


LC - V 298 













































因点検-手入れ 



•油受けは打油は通しまずび水は通しにくいフィルタ 
一ででをています。油受けに水やごみがたまると、 
油タンクに打油があるのに、「日」表示が点打する 
ことがおります。 

• r 油タンク」を取り出してから、「油到ブ」を傾けない 
よ5に取り出し、たまった水やごみを取0除いて< 
ださい。 


※ィラス H ま 「 LC - V 29 引です。 

* -お願し、-> 

_•油受けは、 jK で洗わないでください。必ず：0油で洗ってください。_ * 

_巧 震自動消乂装置の点検 _ 

•燃焼中にストーブをゆずって、自動的に消乂するか点検して<ださい。 

•自動的に消火しますと、デジタル表示部に r f -5 」を表示します。 




•油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプなどで油タンクや油受けざら内の水 
やごみを取り除いてください。 

油タンク内のわずかに残った幻■油は、油タンクに給油口□金を取り付け、油受けを給 
油ロロ金に押し当て、油タンクを上下左ちにゆすって抜いてください。 




•電源プラグ、コンセントにほこりやちれがたまると火災 
の原因になることびあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや 
ミちれを取り除いて < ださい。 


公 












国故障 • 異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 


安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障•異常の原因が 
表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買上げの販 
売店へご連絡 < ださい。 


デジタル表示 

点な（庶滅）の意巧 


f 処置方法 1 

E-0 

•過熱防止装置が作動しました。 

今 

•しば 6 く待ってか 5 再点乂操作をしてください。 

•燃焼•温風空気取入口（フアンフィルター）、温風[巧出 
□(ルーパ’一)の巧除をしてください。（「图点お- 
手入れ」参具島） 

•ストーブの周囲の障害物を取り除いて < ださい。 

1-0 

•惇里消义を聖源が入りました。 

•タイマー運輯待機中に停里し、その後要源び 
入りました。 

今 

今 

今 

•再点义操作をしてくださし、。 

•電源プラグなど巧源をご確認ください。 

•巧気系統の故障です。お買上げの販売店まで「デジ 
タル表示」などをご連箱ください。 

E- 1 

•ルームサー 5スタび断線しました。 

•修理げお要でず。お買上げの販売店まで、「デジタル 
表示」などをご連結ください。 

，ご-'' 

■パーナーが予熱不足でず。 

•バーナーヴー5スタが断線しました。 

•点火ヒーターが断線しました。 

E ~ «? 

•消义をずぐに巧点火操作しました。 

•点义を全装垣び作動しました。 

(•縣焼部にシ U コーン酸化物が付唐しました。） 

今 

•しばらく待ってから再点义操作をしてくだをい。 

•<度$里がお夏でず。お買上げの販売店まで、「デジタル 
表示 J などをご連絡ください。 

f ■こ， 

•地巧により消义しました。 

•本体を傾けたり、強い振動、衝おびちえられ 
消义しました。 

今 

•ス1-ーブが傾いていないか確認してから、再点义操 
作をしてください。 

ら-ら 

— 

•す克全燃焼防止装旧が巧動しました。 

(•燃焼部にシリコーン醒化物か付巧しました。） 

吟 

•燃焼•漏風空気取入口（フアンフィルター）の掃除を 
してください。（^回点検•手乂れ J 参 p .島） 

•修理が必要でず。お買上げの販売店まで、「デジタル 
表示」などをご連結ください。 


•きミ届び33で切上になりました。 


•ス1ブの周囲の障害物ち取り除いてください。 

E-EI 

•プ□ア モー ターび停止しました。 


•喪源プラグを入れ直してください。 

•空気系統の故障でず。お買上げの販売店まで「デジ 
タル表示 J などをご連絡ください。 

E-9 

•点义巧を窝面げ作動しました。 

(■燃焼部にシリコーン酸化物が巧着しました。） 

今 

•燃焼•溫圃空気取入口（フアンフィルター）の掃除を 
してください。（「团点検•手入れ」参照） 

•修理び必要でず。お質上げの販売店まで、「デジタル 
表示 J などをご連結ください。 

tror 

•チャイルド□ック中に運輯スイッチを「入」に 
しました。 


•運臨スイッチを「切」にして、チャイルド□ックを解除 
して < ださし、。 


( 「固使いかた J の1チャイルドロックの使し、びた1参献 


U 

•運転スイッチを「切」にして、タイマー運転時刻を設 
定してくだをし、。 

广 

( r 固淀いかた」の1タイマー法範較照) 

• • • • 

バー表示点滅 



E 

■窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 

5再点火操作をしてください。 


•な油びなくなり消义しました。 

•巧油を給油してか5再点义操作をしてください。 

•ミ由受けの掃おをしてください。（「回点巧•手入れ」 

k 

の1ミ由をけの掃照!参照） 

Ihir 

タイマーランプ 

•タイマー運転が降了しました。 

•再点义操作をしてください。 

が r 

•ミ肖し忘れ消义装置にて消义しました。 

k 

•再点义操作をしてくださし、。 

〔し:お 



■巳巧樹こ自動的に通常運乾にもどりまず。 

全消打 


k 

•操作部のいずれかのポタンを巧してください。 






















現象 


原因 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

停電した 

巧展呂動消义装置び 
作動した 

油受けに水び入った 


ミ由受けざ6に水び入つ 
た 

燃焼•温風空気取入 □ 
(フアンフイ ルター） の 
目づまり 

油タンクにな油びな 
し、 

灯油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 

換気不良 


変質灯沾や不純'灯油 
を使った 


省電力機能が作動し 
た 

給油□□金を間違え 
た 


処置方法 


電源プラグをコンセント 
に差し込む 

停電復帰後、再点义操作 

をずる 


再点火操作をずる 

油タンクと油受け内の水 
を取り除く 

市販の給油ポンプで水 
混入の巧油をずつか D 巧 
ぐ 

燃焼•温風空気取入口（フ 
アンフィルター）を掃除 
ずる 

灯油を入れる 

こぼれた灯油ををれいに 
ふをとる 

部屋の充分な換気をず 
る 

変質灯油や不純灯油を 
良質の灯油に入れかえ 
る 

販売店にご相談ください 

操作部のいずれかのボ 
タンを巧ず 


正しい給油□□金を取 
付ける 




•表中の t 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 

•処置を行っても改善されない場合や、原因び特定できない場合や該当する現象がない 
場含は、お買上げの販売店までご連絡ください。 


故障かなと思ったときに 


图故障.異常の見分けかたと処置のしかた 









哥部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理され 
ることを推奨します。 

♦不完全な修理は危険です。 

■故障したものは使わないでください。 


•短時間に消耗ずる部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買 
上げになった販売店にご相談ください。 

• 部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

•部品を交換するとさは、ストーブを消火し、ストーブが巧分冷えてから、雲 
源プラグをコンセントか5抜いておこなってください。 


101 保管のしかた （長期間使用しない場合) 


•ストーブを保管する場をは、「回点検•手入れ」の項を参照して、ストーブの 
手入れをしてか5保管してください。また、いたんでいる菌所は修理をして 
か5保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であつ 
て、しかちス I -ープの上には重量物をのせたり、人が棄つたりしないよ5配 
慮して < ださい。 


1ス I ブを消乂し、ス I ブが充分;ちえてか6、電源プラグをコンセントか 
S 抜く。 

2 燃焼•温風空気取入□(フアンフィルター）、温風吹出□(ルーバー）、電源プ 
ラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼-温風空気取入口（フアンフィルター）は布などでふくのはおやめください。 
かえって目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ5内の巧油、ごみ、水気を取り出す。 

• 鐘や巧あきの原因になります。 

4 ス I -ーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気を/3、 
さ取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

• 湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保誓しないでください。抜けされなかった口油が漏れること 
があります。 

•取扱説明書-保証書ち必ず保管してください。 


111廃棄ずるとき 


f ■「巧点検-手入れ」の I 油タンク、油受けざ 5 の掃除 I を参照して、油タンク、 

I 般けざら巧の‘。油を抜刮又つてから藤してください。 _ J 





巧仕様 


型式の呼び 

LC - K 298. LC - V 298 

種 類 

ボット式 • 強制通気お • 強制対流お 

点火方式 

電気点乂 

使用 燃料 

口油 （ JIS 1 号） 

燃料消費量 

最大 

0.281 L/h 

最小 

0.077 L/h 

暖厉出力 

最大 

2.8 目 kW 

最小 

日. 79 kW 

油タンク容量 

3.7 L 

燃焼継続時間 

13.2 時間（最大燃焼時） 

列おづ法 

幅 334 mm 奥行3日日 mm 高さ41日 mm (置台を含む） 

質 量 

7.9 kg 

電源電圧及び周波数 

] 日日 V . 己日/目日 Hz 

定 格 

消費電力 

点火時320/32日 W 燃焼時12/1 2 W 待機時日.8/日. 7 W 
最大目加/9日日 W (点火初期に短時間発生） 

騒音値〔正面）※ 

最大燃焼時 34 CIB 最ル燃焼時 18 cl 巨 

電流ヒユーズ 

4 A 

安全装置 

巧震自動消火装置、点火安全装置、燃焼制御装置、週熱防止装置 (7 日で） 

停電を全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 J 


※騒音値の数値は JIS 測定ち法 （ J に S 303 1) に基づ<正面値です。 









圆アフターサービス 



•添巧しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取 
りください。記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 


•保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

修理を依頼ずると吉 

•「医]故障•異常の見分けかたと処置のしかた」に従って、お調べください。直らない 
ときは、ご使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントか6巧いて、お買上げの販売 
店にご連絡ください。 

• ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ストーブ） 

® 型式の呼び…(例） LC - V 298 
感お買上げ年月日 

® 故障の状況(できるだけ具体的に） 

©おなまえ-おところ-電話番号 

♦修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定にしたがって、販売店が 
修理させていたださます。 

•保証期間び過ぎていても、修理すれば使用でさる焉合には、ご希望により有料で修理 
させていたださます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

この取扱説明書とストーブに表示されている禁止事項-注意事項および通常使 
用に反して使用された場合の故障、事故は保証いたしません。_ J 

補修用性能部品について 

•石袖ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 



•使用期間により、交換* メンテナンスび必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油□□金、油受け 

•変質：) a 油、不純巧油の使用で劣化しやずい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 








图アフターサービス 

_ 転居される場合 _ 

•本機は電源周波数日日、目日 Hz とわ同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますげ、高地への転 
居、高地からの転居は再調整が必要ですのでお近くの [お客様相談窓 □一覽1(別紙参 
月則までご相談ください。 


A> ま思 

- 

故障-破損した S 使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、危険です。 

分お禁止 J 


A 注意 

修理、引越しなどでス1-ーブを運搬されるときは、必ず 
油タンク、油受けざらの好油を抜いてください。運搬の •• 

途中に灯油がこぼれ、周囲を汚すおそれがあ0まず。 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない榻合は、お買上げの販売店、または、おおくの 
お客様相談窓□一覧1(別紙参照)までお問い合わせください。 


愛情点横 


の 


•長年 ご 使用の石油 フアン ヒーターの点おを! 



•油漏れずる。 

ご巧用の際 

•燃焼や強いニオイがずる。 

このよラなことは 

•炎が異常に黄色い。 

ありませんか 

•予熱時間が異常になげい。 

1 

•運輯中異常な音がずる。 


•その化の異常-故障がある。 



•石油 フアンヒーターの 捕修 
用性能部品の保有期間は、 
巧 造打ち切りを 6 年で ず。 


1 

故障や事故防止の 

1 

1 

ため、コンセント 

ご使用 

か！ 3 堪源プラグを 

中止 

巧いて、必ず販売 


店に点検-修理を 


ご巧頼 < ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


• • • 

/ 

型 式 


お買上ば年月日 

年月 曰 

お買上げ店を 

'V 

(電話番号） （ ） - 

— J 


株式会社 i - aK ミ 

本 社 名 古屋市瑞穂区桃圍町日蚕] 7号 
干 467-08 已已 TEL <052)822-1 144 
FAX く〇已 2〉822-2742 













